
第 2790 地区ＲＬＩ

卒後コース記録

２０２４年５月１１日（土）　千葉市民会館



開講式
司会進⾏ RLI 推進委員会 委員 松岡 邦佳（⽊更津東 RC）

御挨拶 RLI 推進委員会 委員⻑ 清⽥ 浩義（千葉 RC）
あらためて皆さんこんにちは。今⽇は少し早く始まりました。本来、ご案内に
あるように、鵜澤ガバナー、梶原地区代表委員、御挨拶を頂くところですが、
梶原さんは、少し遅れてお⾒えになるということで、あります。ガバナーにつ
いては、今⽇は御⽋席ということでありますので、私から皆さんに御挨拶とい
うか、お話を少しさせて頂いて、この後、パネルディスカッション、⻘⽊実⾏
委員⻑にコーディネートして頂いて、パートシリーズの振り返りということで、
皆さんとパネルディスカッションをしていきたいと思います。その後、卒後コ
ースのテーマとして、⼀時限⽬、⼆時限⽬、４つのグループに分かれて頂いて、
部屋を分かれて、この部屋で A チーム、B チーム、そして、4 階の第 1 会議室、
第 2 会議室ということで、4 つのグループに分かれて頂いいて、セッションテ
ーマ、「ロータリー歴史」 それから「クラブを元気にしよう」そういうテーマ
でですね、皆さんと話をしたいと思いますので、それぞれ、今⽇は実⾏委員の
皆さんにもお越し頂いておりますが、パートシリーズを参加されて、パートⅢ
まで終わられた皆さんへですね、パートシリーズやって、最後に懇親会に、お
出でになった⽅には、パートシリーズが、こんな感じで、⾃分としては、いろ
んなことを感じられたという、こんなお話をしていただきましたけれども、卒
後コースについては、パートシリーズでなんとなく、もやもやしているところ
とか、ロータリーのパートシリーズのなかで、まだ話ができなかった部分みた
いなところを、是⾮、この⼆つのセッションを使って、皆さんと、話し合いた
いというふうに、思っています。この第 2790 地区はですね、この卒後コース
は。ところで、皆さん、テキストは持っていらっしゃいますか？持っていない
⼈は、何⼈ですか？お⼀⼈？素晴らしい。（会場 テキスト持ってこない⼈、ゼ
ロ⼈）持ってこないと思って、テキストを⽤意したのですが。テキストを御覧
頂きながらですね、今⽇は⾃由に。パートシリーズのところまでは、なんとか
パートシリーズを、最後まで成し遂げようというような、そういう思いで、御
参加いらっしゃったかもしれませんが、卒後コースからはですね、実⾏委員の
皆さん、我々を含めて、同じ仲間。そんな感じで、より⾃由にお話を頂ければと、
というふうに思っています。最後の⾴、後で⻘⽊さんからもご案内あるかもし
れませんが、A グループから、ABCD という 4 つのグループに分かれて頂いて、
それぞれ、御参加の皆さんで、ここに書かせて頂いたような、グループ編成で、
させて頂きたいというふうに思っています。A チームについては、私（清⽥ 
浩義）が、リーダーをさせて頂いて、B チームについては、周藤 ⾏則さんに



リーダーをして頂きます。C チームについては、⻘⽊ 洋明さんにリーダーを
して頂きます。D チームについては、松岡 邦佳さんに、お願いして頂きながら、
楽しくセッションを進めていえればというふうに思っています。話しは最後に
なりますが、今⽇、ここに御参加頂いた⽅は、間違いなく、その次の、FT 養成
コースに出るという確約を頂いたというふうに、思いますし、FT 養成コースを
経て、晴れて、ファシリテーターとして、来年の、9 ⽉からがパートシリーズ
ですけれども、あとでまたご案内あると思いますが、7 ⽉ 8 ⽉と、ブラッシュ
アップがあって、そして 9 ⽉から、パートシリーズということです。

⼤⽊さん（地区幹事⻑）は、ふらっと来ちゃいましたけれども、⼤⽊さんも FT
養成コースまで、御参加頂けるということで、

⼤⽊ 英之 地区幹事⻑ もちろんです。

あーっ。ありがとうございました。はい。（会場 拍⼿ 拍⼿）お忙しいとこ
ろ、そろそろお役の最後が近づいて、お忙しい中、お越しいただきました。是
⾮、またこれからも、お付き合いをお願いしたいと思います。それでは、私から、
御挨拶と今⽇の流れについて、お話をさせて頂きました。今⽇は、ちょっと時
間が短いですけれども、楽しく進めたいと思います。よろしくお願いいたします。
ありがとうございました。（会場 拍⼿ 拍⼿）

本⽇の趣旨説明 RLI 実⾏委員会 委員⻑ ⻘⽊ 洋明（千葉北 RC）

みなさん。こんにちは。こちらのほう、ちょっと中⾝が変更になっている点が
何点かございますので、お知らせ致します。

A グループ 船橋南 RC ⽥中 ⼀邦 
B グループ 市川南 RC ⽯引 美貴
C グループ 千葉みなと RC マイケル 鈴⽊

に、⼊りますので、よろしくお願いいたします。

⽋席 C グループ 成⽥ RC 成島 陽⼦
本⽇はですね、C グループの成⽥ RC の成島さんが、⽋席していますが、後は
全員参加されていますので、よろしくお願い致します。部屋割りなのですが、A
グループと B グループの⽅はですね、こちらの特別第⼆会議室のほうで⾏いま
すので、A グループの⽅は、こちらのほうになりますので、ディスカッション
が終わった後に、島をつくってもらって、B グループの⼈は、左端ですね。あ
ちらのほうに、島をつくってもらって、A と B だけこちらの部屋のほうになり



ます。C グループは、D グループの⽅はですね、4 階の第⼀会議室が、C グループ。
第⼆会議室が、D グループ。ということで、4 つに別れて、チームを⾏う予定です。
中⾝はですね、この後パネルディスカッションでですね、いろいろファシリテ
ーター達の体験談を 5 名の⽅に、お話を聞いてですね、その後、15 分後に休憩
をとって、第 1 限⽬のセッションテーマですが、こちらのほうは、「ロータリー
の歴史」ということで、ロータリーの歴史は、⾮常に、理念委員会とか、いろ
んなところでやったと思うのですが、こちらのほうに、皆が知っている知識を、
グループディスカッションして、頂ければと思っています。第 2 時限⽬ですね、
こちらのほうは、「クラブを元気にしよう」ということで、クラブ活性化の⼿順
というところを中⼼に議論する予定です。具体的、ロータリー歴の浅い⽅が歴
史というのはちょっと、知らない⽅も⾮常に多いと思いますが、経験のあるベ
テランの船⽊さんとか、経験のある⽅はですね、⾮常に得意分野なのかなとい
うふうに、思いますので、是⾮、良いグループディスカッションになればなあ
というふうに、思います。2 時限⽬の⽅は、クラブを元気にしようということで、
皆さんのクラブで、今取り組んでいる、どういう⾵にしたら、クラブが、会員
増強もできて、奉仕活動のできるような、良いクラブになるかというのを、議
論して頂ければなあというふうに、思っております。⼀応、こちらのほうが、4
時 30 分まで、⾏う予定です。4 時 40 分から、閉講式のほうをして、こちらのほう、
5 時 20 分に、終わりまして、懇親会、今回出れる、出られる⽅はですね、5 時
45 分から、懇親会のほうを開始したいと思います。

是⾮、よろしくお願いいたします。

パネルディスカッション
「2023-24 年度パートシリーズの振り返り」
〜ファシリテーターとしての体験談〜
パネリスト 
千葉東 RC 坂下 雅紀
⽊更津東 RC 松岡 邦佳
千葉中央 RC ⽮野 憲治
松⼾⻄ RC ⼭本 衛
浦安 RC 周藤 ⾏則
コーディネーター
RLI 実⾏委員⻑ ⻘⽊ 洋明（千葉北 RC）

⻘⽊ 洋明 ⾃⼰紹介をお願いします。



周藤 ⾏則 皆さんこんにちは。私は浦安 RC に所属しております周藤 ⾏則
と申します。ロータリー歴は、9 年から 10 年ぐらいです。クラブの役職は、次
年度、親睦委員⻑を仰せつかりまして、今年度は、SAA をやっていて、その前
は財団委員⻑をやっていました。2 年くらい前に、浦安 RC の会⻑を経験して
おります。

⼭本 衛 松⼾⻄ RC の⼭本 衛と申します。よろしくお願いいたします。現
在の役職は会⻑エレクトです。次年度会⻑になる予定です。ロータリー歴は 10
年か、11 年か。そんなところだったと思います。RLI 推進委員になってから、
この RLI を覚えたというか、運営に携わるようになりました。議論下⼿だった
のですが、今でも下⼿なんですが、すごく勉強になっております。よろしくお
願いいたします。

⽮野 憲治 はい。みなさんこんにちは。（会場 笑）私、先⾛る癖がありまして、
申し訳ありませんでした。千葉中央 RC の⽮野憲治と申します。ロータリー歴
としては、6 年と 5 カ⽉程度です。実質、この顔みたらわかると思うのですが、
70 才になって、ロータリアンになりました。今年度ですね、幹事をやらせて頂
いております。そして来年度は、副会⻑および、プログラム委員⻑と。という
ことは、次々年度は、会⻑という。そういうふうな、役職を拝命するつもりで
おります。また、次年度ですね、この RLI の、実⾏委員の委員のほうにも、地
区のほうに出させて頂いていると。というところでございます。皆さん、よろ
しくお願いいたします。

松岡 邦佳 ⽊更津東 RC の松岡といいます。ロータリー歴は、12 年⽬だと思
います。クラブでの役職としては、幹事をやって会⻑をやって、たぶん使えな
かったんで、もう⼀回、今年幹事をやれと。そんな感じです。RLI で、僕は、



ここら辺と同じで、僕は 12 期、期というのがありまして、第 12 期で、「花の
12 期」と、裏では、「ブラック 12 期」と、（会場 笑）呼ばれている、ここ 3 ⼈、
そうだと思います。是⾮、よろしくお願いいたします。

坂下 雅紀 千葉東 RC の坂下正紀と申します。会員歴は、先程、⼿で数えた
のですが、今、7 年⽬になりました。幹事を仰せつかったときに、ロータリー
よくわからなかった。誰も教えてくれない。というところで、当時、ガバナー
補佐であった清⽥さんにお誘い頂いて、RLI を初めて参加させて頂きました。
来年は、会⻑になりますので、いろいろここで教わったこと、皆さんから教え
てもらったことを、軸に、来期は、会運営をしていけるように、なりました。
以上です。

⻘⽊ 今⽇はですね、5 名。こちらのほうに、パネリスト、ということなんで
すが、周藤さんは、E チームのリーダーで、⼭本さんが、B リームリーダーで、
松岡さんが C チーム。坂下さんが A チームのリーダーとして、やってもらって
います。⽮野さんは昨年 FT 養成コースを取ってもらって、今年、デビューして、
頂いた⽅ということで、是⾮ですね、皆さんにファシリテーターを、養成コー
スを取ってもらって、ファシリテーターになってもらいたい部分がありました
ので、今回、お呼びしました。今回、RLI を受講したきっかけというのが、た
ぶん、皆さんもいろいろな動機で、こちらのほうのプログラムを、受講された
かと思うのですが、当然、ファシリテーターの⽅もはじめは、皆さんと同じよ
うな気持ちで受講されたと思うのですが、それをちょっと、聞いてみたいかと
思うんですが。周藤さんは RLI を受講するきっかけはどういったきっかけだっ
たでしょうか。話して頂けますか。

周藤 当時、何も考えておりませんで、ウチのクラブの先輩の⽅が、「今度のい
ついつ、空いているか？」と⾔われまして、「空いてます。」と、⾔ったら、「じ
ゃあ、ウチへ来い。朝、何時だぞ。」と⾔って、「⾞に乗せてやるから、⼀緒に
どっか、⾏こう」という形で、（会場 笑）いわゆる拉致みたいな（会場 笑）
ですね、それがパートシリーズから、FT か DL ですが、養成コースまで、全部、
乗っけていってやるから。ということで、「NO は無し。」という感じで、その
まま、スーっと。FT まで、なったという経緯です。

⻘⽊ はい。ありがとうございます。受講⽣の皆さんも、たぶん、先輩に、これ、
出ろと⾔われて、強制的に参加されたと⾔う⽅、いらっしゃいますか？⼿を挙
げていただけますか。はい。⼀⼈、いらっしゃるということで。まあ、きっか
けはですね、何がなんだかわからないのだけれども、とにかく、これ受けろと。



という形で参加されるケースが⾮常に結構、多い。というのが、現実です。現
状ですね。そうしたら、⼭本さんはどういうきっかけで、受講されたのか。ち
ょっと、⾔って頂けますかね。

⼭本 ⾃分は、先輩が受講する予定だったんですね。先輩が受講する予定で申
し込みもして、お⾦も振り込んで、でもどうしても当⽇⾏けなくなってしまっ
たということで、「1 回だけでいいから、代打で⾏ってくれ。」と、⾔われまして、
1 回だけ来ることになりました。ところが、1 回だけ来てみたところ、後に先輩
が、これは、DL 養成コースまで、5 回でセットだから、「全部出るように。」（会
場 笑）と、⾔われまして、気が付いたら、取っておりました。

⻘⽊ はい。ありがとうございます。そういう⽅も、やっぱり先輩が出れない
から、代わりに出ろと、ということで、出たのがきっかけで、今に⾄っている
というケースですね。そうしたら、⽮野さんは、どういった形で受講するきっ
かけは？

⽮野 はい。私の場合は、皆さんにお話するとショッキングな話しかもしれま
せんが、先程も⾃⼰紹介で申し上げたとおり、70 才という歳で、ロータリアン
になったわけですね。ということは、おそらく、普通よりは⾼年齢で、⼊った。
そして、そうなったときに、⼈⽣経験としては⾮常に豊富な⽴場で⼊ってきて
いる。ということになろうかと、思ってね。こういう⼈⽣経験が別として、そ
して私⾃⾝が、やっぱりロータリーというものが、どんなものなのか。全然⼊
った時点で、3 年くらいかな。全然、わからなかった。こんなつまらない、会
議に、よくみんな、⾼い⾦をつかって。本当。だって、ホテルで飯⾷って、つ
まらない卓話しか⾏わない。これ、正直な⼼の声。（会場 笑）そういうふうな
思いでですね、どっちかというたら、引いた形で、ロータリー⽣活を 3 年くら
い、やっていたんですが、「これは、辞めな仕⽅ない」なと。これは、僕と価値



観が違うと。というような思いがあったので。でも、せっかく⼊った以上、ロ
ータリーの事を何もわからずに、辞めてしまうのは、これちょっとね、⼈間と
して、卑怯ではないかと。ということで、RLI というものがあると。というこ
とを、お聞きしてですね、それで参加させてもらったと。これが、後でも⾔お
うとおもうのですが、ハマっちゃったんですね。（会場 ⼤笑）こんな恐ろしい事、
⼈⽣あるのかなと思うんですが、本当にもう、退会届を出す⼨前まで⾏った男
が、 なんだか、RLI にこうやって、実⾏委員までなって、なおかつ、幹事やって、
会⻑までやって、⼈⽣って⾯⽩いですね。って、いうところですかね。

⻘⽊ はい。⽮野さんありがとうございます。そしたら、松岡さん。どういっ
たきっかけで。⼊られましたかね。

松岡 はい。たぶん、私の年度って、いらっしゃらないと思うのです。僕は、
まず、RLI に参加する前に、「地区の委員になりたい。」と⾔ったら、RLI 委員
会に配属されてしまいまして、RLI に参加したこともないのに、推進委員にな
ったんです。（会場 笑）で、よくわからないんです。なので、流⽯に、参加し
たことがない奴が、委員会のメンバーって、役に⽴たないので、じゃあ、これ
参加するしかないだろうって。とはいえ、ここの設営もあるんで、とりあえず、
僕は、第 2590 地区、横浜・川崎地区の RLI に参加して、これで良いんじゃな
いかなと思っていたら、委員会から、第 2790 地区のほうを受けろということで、
こちらのほうも、受けたという。だから、先に委員会のメンバーになっちゃっ
て、仕⽅がないから、委員会のメンバーで、受けていないのは、まずい。流⽯に、
これはまずい。ですよね。なので、仕⽅なく、受けざるを得なかったのが、正
直なところです。

⻘⽊ はい。松岡さん、ありがとうございます。松岡さんはですね、これを受
ける前に、推進委員になってしまったと。みんな受けていて、⾃分だけ受けて
いなくて、これは、まずいなと。いうことで受けたんですね。きっと。ちょっ
とレアなケースになっております。そうしたら、坂下さんは、どういったきっ
かけですか。

坂下 はい。先程お話しさせていただきましたが、なにもわからない状況で、
幹事をやると。ということもできず、やはり、ロータリーというものが、どう
いうものなのか。という事を、こちらに参加させて頂いて、少しずつ、わかっ
てきたかなと。という事が過去、参加させて頂いたきっかけでした。以上です。

⻘⽊ はい。坂下さん、ありがとうございました。坂下さんも、幹事になる前、
ですかね、こういうのがあるよ。ということで、勧められてはいったというこ



とで、⾮常に皆さんの中でも、会⻑、幹事前に、こういうプログラムがあるん
で、受けてみないかと⾔われて参加されたという⽅が⾮常に、多いかと思いま
す。最終的にはですね、こちら 6 名の皆さんはですね、みんなドはまりを、し
たということで、RLI の魅⼒というのは、どんなものなのか。魅⼒っというのは、
どういう事か。ということを、周藤さんのほうから。魅⼒を話して頂ければな
というふうに思います。

周藤 あのー。魅⼒の⼀番は、本質ではないのかもしれませんが、⾃クラブだ
けにいると、あまり刺激がない。といいますか、おとなしい、ちゃんとした⼈
の集まりなんで、そうなのかな。っというふうに、思っていたのですが、RLI
に来てみたら、各クラブから、⾊々な個性を持った⽅が、集まっていらっしゃ
って、そこで、⾃クラブにはない魅⼒、といいますか、より何か得るもの、が
あるというところが、私のなかでは、⼀番の魅⼒です。ですから、今⽇も、早
く終って、懇親会。始まらないかなと。（会場 笑）というような、そういう不
謹慎な感じで。で、⼆番⽬は本質の部分になるのですが、

受講したときもそうですが、ファシリテーターを仰せつかってやったときに、
このセッションは、どういう主旨で、どういうふうに進むのか。 それから、
このセッションで、例えば、私が今回仰せつかった、財団とかやって、財団って、
どういうものか、というのを、ある程度、知らないと、ちょっと⾃信をもって
できないし、そこを、何か、いろんな、RI の、各委員会とか、各⾏事、という
ものは、どういうものかなというのを、知るきっかけを、頂いたのが、RLI かなと。
というふうに、思っていて、これが、本来の⼀番の、理由になるのかなと。と
うふうに、考えております。

⻘⽊ はい。周藤さん。ありがとうございます。そうしたら、⼭本さん。RLI
の魅⼒とは。

⼭本 はい。クラブでも、仕事でも、話をするとなりますと、だいたい話をす
るとなると、相性だったりとか、好きな⽅とかと、話をしたりとか、あと、仕
事ですね。仕事があるから、話をするとか。そんな事が多いのですが、RLI の
場合は、好きとか、嫌いとか、仕事とか、あるなしにかかわらず、全員と話を
しないといけないんですね。全員に、これについて、どう思いますか？と、全
員に意⾒を聞くことが、できるので、こういう機会というのは、なかなか、な
いと思うんですね。全員の機会を聞いて、⾃分は黙っているんですが、こうい
う問題があるんだなとか、こういう先輩は、こういう事を考えていて、ロータ
リーに臨んでいるんだな。とかですね、いろんな考えを聞けるところが、楽し
いところだなと。普段、深く聞けないところが、ここでは聞ける。と。そこが、
魅⼒だなと。思っております。



⻘⽊ はい。ありがとうございます。⽮野さん、どうですか。

⽮野 私は、この RLI って、おそらく皆さん⽅も、⾃クラブで、⾃分⾃⾝のク
ラブで活動したり、お友達ができたり、仲良くなったり、というものが、必ず
あるはずなんですね。で、そのうえに RLI となった場合に何が違うのかと。よ
くよく考えてみると、RLI に参加しようとする⼈って、やっぱし、⼈⽣の学び
とかいうものを、求めようとする⼈たちだと、私は思っている。で、そういっ
たときに、やっぱり⾃分⾃⾝が、そういう思いがあれば、波⻑が合う⼈が、集
まるんですね。そりゃあ、楽しいですよ。⼈⽣を語り合える、友⼈と出会える
という事と、近いわけですから。やっぱり、僕はその、魅⼒こそが、RLI の魅
⼒ではないのかなと、私は、思う。そういう事で、ハマりました。という事で
すかね。

⻘⽊ はい。ありがとうございます。松岡さん、どうですかね。

松岡 はい。なにか、⽴派な答えが、3 つ続いたなかで、（会場 笑）
たぶん、わたしの事を知っている⼈は、「こいつ、たぶん、ろくでもない事を⾔
うんだろうな。」と、というところで、まあ、ろくでもないことを。（会場 笑）
坂下さんは、どういうか、わからないのですが、たぶん、このディスカッション、
この 3 ⼈で良かったのかなと。というように、本⾳の部分でいうと、財団を勉
強したからって、なんとなくは、わかっているのですが、じゃあ、細かいことを、
わかっているかというと、会⻑をやってもわかっていないという。規定審議会も、
よくわからないし。RLI 参加しても、じゃあ、少しは勉強になったと思いますが、
じゃあそれを、なんとなくは、わかったけれども、なんとなくしか、わかって
ないと。で、ただ、RLI に、出て良かったなというのは、私、第 5 グループな
んですが、たぶんここにいる⼈達と、RLI に出ていなければ、たぶん、⼀⽣会
う事はなかったんだろうなと。ということが、ひとつと、特に実⾏委員になっ
ていると、初中顔を合わせて、気⼼も知れている。そういう⼈が、多くなった
なと。というところに、魅⼒を感じているのと、あとはですね、良いことを⾔
おうと思ったのですが、忘れてしまったので、たぶん、僕の忘れたぶんは、坂
下さん、よろしくお願い致します。（会場 笑）

⻘⽊ はい。松岡さん、ありがとうございます。 坂下さんどうですかね。

坂下 前の⽅々、同じようなことになってしまいますが、やはり⽮野さんがお
っしゃられるように、ここに来られるということは、やはり、わからない事だ
とか、そういったことがある皆さんで、それを我々が、ファシリテートするな
かで、我々もわからない、他のクラブも、活動状況だとか、その考え⽅だとか、
いろいろ勉強になる部分が、ロータリーだけではなく、⾃分が⽣活しているな
かの、役に⽴ってきているなと。というときに、最近はちょっと、感じている



ところが、RLI を受けたことでも、魅⼒であったなあと。今、思いました。
以上です。

⻘⽊ はい。坂下さん、ありがとうございます。皆さんがそれぞれ、魅⼒が違
うのですが、受講⽣の⽅も、RLI を受けて、⾮常に魅⼒を感じたという⽅が、
たぶん、いらっしゃる⽅もいると思うのですが、なにか、今、⾔われた⽅、以
外の意⾒で、魅⼒を感じている⽅、いらっしゃいますか。マイケル鈴⽊さん、
どうですか。

（会場より マイケル 鈴⽊） そうですね。パネラーの皆さんと、たぶん同じ
だと思うんですが、やっぱりいろんな⼈と、いろんな話しができて、いままで
例会のなかで、他クラブに、例会に参加させてもらったりするなかで、名刺交
換したりとかしてですね、なんというんでしょう、少し話をして、あとから振
り返ると、名刺と、顔と名前が、⼀致しないことが、多いんですが、ここの
RLI の良い所は、ディスカッションして、50 分⼩さなグループで、いろんなコ
ミュニケーションをする、それが、3 回、4 回、5 回と、なっていくと、お互い、
どのクラブで、どんなことをしているだとか、そういうことが、わかる。たぶ
ん⽮野さんが仰られる事と同じで、そういう、⽅々と、いろんな形で、通常の
例会よりも、ずっと深く、交流ができるというところが、私的には⼀番、好き
なところです。

⻘⽊ はい。鈴⽊さん、ありがとうございます。鈴⽊さんはですね、⼊会４か
⽉⽬で、RLI を受講されたということで（会場 ⼤笑）最短の、資格取得者と
いうことで、1 年経っていないうちに、取ってしまった。取得してしまったと
いうことで。で、次の翌年は、幹事をやられるという。ことで、活躍をされて
いるということで、⾮常に、魅⼒を感じたという話になります。そうしたらで
すね、RLI、FT を取得して、役⽴ったことが、何かあれば、聞いてみたいと思
うんですが、周藤さん。何か、役だったこと、ありますかね。

周藤 はい。⼀つあります。それはですね、もともと⾃分の考えというのは、
⾃分の中で論理的に、理屈を考えて、これが正しい。これが間違い。というふ
うに、物事をスパっ。すぱっ。と、やっていくような、仕事をずっと、いてい
たものですから、正しい⽅向に、いくんだ。というような、⽅向性だったんで
すが、RLI を受講して、みなさんそれぞれの、考え⽅を聞いて、それから、な
おかつ、⾃分が FT になって、前に⽴って、皆さんに話を振っていったときに、
⾃分の想定とは、全然違う考えとか、⾃分の主観とは違うものを、みんな持っ
ているということ。を、その場で、体感するんですよ。そうなってくると、そ
れは結果的にはですね、⾃分の包容⼒というんですか、いろいろなことを、⾃
分とは違う考えの⼈も、なるほど。と、⾃分の意識のなかに、素直に取りいれ



られて、いくという、少し、⼤⼈の、マインドを、ちょっとだけ、ほんの、ち
ょっとだけ、持てるようになってきて、で、私のロータリーの仲間が、周藤さ
ん。変わったよね。って、⾔ってくれたときに、内⼼、RLI 受けて、良かったな。
というふうに、思ったふうに、感じております。

⻘⽊ 周藤さん。ありがとうございます。そしたら⼭本さんは、どうですか。
RLI 得て、役だったこと。

⼭本 ウチの会社でも、ウチの業界でも、会議をしても全然、いままでは、RLI
に出る前は、議論が弾まなかったんですね。ちぐはぐな議論ばっかりしてたん
ですが、RLI に出て、FT、DL の技術を覚えてから、⼀回、会議に臨んでみた
んですね。発⾔者全員に、⼀⼈⼀⼈、意⾒を出させて、「A さんの意⾒について、
あなたは、どう思いますか。」と、A さんについての意⾒を⼀通り聞くと。「B
さんは、こうやって思っているけれども、B さんの意⾒は、どう思いますか？」と。
⼀通り、この RLI の DL の⼿法ですね。FT の⼿法を、使って、業界の会議とか、
会社の会議をしたときに、すごく、議論が弾んだんですね。「どうしちゃったの
かな？」と。それぐらいのことを、⾔われたことがありまして、「ああ。役に⽴
ったんだな。」と、この DL の技術が、こんなに、みんなの意⾒を引き出すこと
が、できるのだなと。「RLI に出て来て、よかったな」と。そのときに、初めて、
思いました。

⻘⽊ はい。ありがとうございました。⼭本さんは、ロータリー以外でも、仕
事でも、使えたということで、そういったような、メリットがあったというこ
とですね。

⼭本 はい。そうです。

⻘⽊ そうしたら、⽮野さん。どうですか。

⽮野 ⾮常に素晴らしいですね。仕事にまで、影響を及ぼす、FT の⼒。てね。
素晴らしいなと思っています。なかなか私はねえ、こう⾒えて頑固なところが
ありまして（会場 笑）やっぱり⼀つの会社を引っ張っていこうとすると、ど
うしてもトップダウン。ということで、⼀⽅的にしゃべくりまくる。これ、私の、
⾮常に特徴であって、それによって今、37 年⽬の会社を維持してきているとい
うのは、現実なんですよ。でも、この FT になると、私の⼀番、苦しいのは、「喋
ってはいけない。」（会場 ⼤笑）これはねえ、苦しいですよ。ねっ。そのなかで、
やっぱりじっくり⼈の話を聞く。でも、その⼈の話を聞く中で、その⼈の考え
⽅って、「ああ、なるほど。こういうふうな。」って。先程もありましたけれど
も、 理解していく。そういった事を、ワンステップ、⾃分⾃⾝で、良いことだ
なと思うんですが、これがねえ、たかだか 1 年や 2 年では、治らないですね。（会



場 笑）いまだに、FT やっていて、苦しいです。（会場 ⼤笑）でも、⼈の話
を聞くのが、楽しいということは、わかってきたかなと。ということは、今後、
まあ、あと何年、この歳ですから、できるかわかりませんけれども、逆に会社
でも、⼈の話を聞いて、「うん。うん。なるほど。」って、⾔ってあげられるよ
うな、⼼の広い、社⻑に。今は、社⻑ではないですけれども、そういう、⼈間
になっていければ、この FT の⼒というのは、わかってくるのかなと。でもね、
⼈間の⼼って、そうは簡単にはいかないですよ。（会場 笑）といのが、本⾳で
ございます。

⻘⽊ ⽮野さん。ありがとうございます。たぶん、⽮野さんの FT やっている
ときに、隣の部屋が以上に盛り上げ合っている（会場 ⼤笑）なと。隣の部屋
⼈って、感じているケースが、あったんじゃないかと、思うんですが。声が⾮
常に通る⽅なので（会場 ⼤笑）⾮常にわかりやすい、説明、ありがとうござ
います。そうしたら、松岡さん。どうですかね。役⽴ったことは、ありますかね。

松岡 はい。そろそろ⾶ばされるかなと。（会場 ⼤笑）
こいつは、当てたら、やばいと。たぶん、FT やっていると、そういうこと、こ
の順番でやっていたら、この⼈、変な事答えそう。とか、思ったりする。それが、
僕に、なっているのかなと、思ったのと、⽮野さん⾒てて、苦しいとか⾔って
ましたけれども、平気でウソをつけるようになるんだなって、（会場 ⼤笑）まあ。
そういう冗談は、置いといて、私も、仕事的に、本⾳を引き出さなければいけない、
⾊々と相談を受けて、⾔っていることは、こうなんだけれども、本⾳はちょっと、
違うところを、持っている⼈に対して、本⾳を引き出さないといけない仕事を
しているので、そういったところに、仕⽅を変えたり、いろいろ、問いかけ⽅とか、
うなずきかたを変えて、本⾳を引き出すところというところに、役⽴っている
なとというのに、本当に思います。資格を取ることによって、マイナスの評価
というのがあると思うので、それはちょっと、ここでは⾔いませんので。僕が
⾔っているマイナスではなくて、FT の資格を取って、こんなに困っているんだ
というクレームも結構⼊っていますので、それは、ちょっと、後で、こそっと、

（会場 笑）教えたいと思います。

⻘⽊ はい。松岡さん、ありがとうございます。坂下さんはどうですか。

坂下 私、こう⾒えて、パワー系なんですが、パワー系には、やはり限界が来
ると。というのを、この RLI、受けて、ここに書いてありますけれども、やはり、
⼈の意⾒というものを、寛容に、受け⼊れられるように、なりつつあるのかなと。
やはり、パワー系⼀本では、まとまるものも、まとまらない。ただ、パワー系
でやらなければならないとしても、あったりはするんですが、そこで、急には
変わらないと思いますが、やはり、「気付き」というところでは、役に⽴ったな



あと、というふうに感じます。以上です。

⻘⽊ はい。坂下さん、ありがとうございます。そうしたら今度は、RLI の FT
を取得して、⾃分の⾃クラブにどのような、影響を得たか。これをちょっと、
聞いてみたいと思うのですが。周藤さんの浦安 RC で、RLI を受講して FT を取
得して、なにかクラブとして影響を受けたことはございますか。

周藤 そうですね。クラブのなかで、若⼲意⾒の対⽴があった場合に、できる
だけ、お互いが、理解できるような、合意点を探そうと、そういうような、意
欲のバックグラウンドにはなったかなと、というふうに、思っておりますし、
あとは、仕事の関係でもそうですかね。⾃分が正しい、ことは、皆さんに、お
伝えしているつもりでも、また違った考え⽅とかあったときに、それを、⼀旦
⾃分で、考えて、また、理解してもらえるような形に、余裕をもって、話しを
戻すというような、FT の役割をちょっとは、役に⽴ったかもしれない。という
ことです。

⻘⽊ はい。周藤さん、ありがとうございます。⼭本さんは次年度会⻑という
ことで、RLI で FT を取得して、⾃分のクラブにどういうふうに、使っていこ
うかと。考えを聞いてみたいと、思います。

⼭本 RLI。⾃分はすごく満⾜して、クラブに浸透してほしいと、本気で思っ
ているのですが、RLI に、⾃分が参加したことによって、良いことがあった半
⾯、悪いこともあったんですね。良いことを先に⾔いますと、2 〜 3 ⼈の先輩が、
RLI に出てきてくれて、DL の資格を取ってくださったんですね。どちらかとい
うと、出てきてくれる先輩なんで、すごく助かっているんですが、悪いところ
は、その反⾯ですね、「絶対に、出てこない。」と。絶対に出てきたくない。と
いう、そういう⽅が、結構、出てきたというのが、悪いところでした。どうし
ても、嫌いな⽅は、絶対に出てきたくない。と、そういう⽅がいらっしゃるんで、
そういう⽅は、いくら説得しても、絶対に出てこないですね。逆に、出てきた
い。という⽅に、⼀⽣懸命、出てきてもらったほうが、いいなと、思いまして、
良い⾯もあったけれども、ちょっと悪い⾯もあるのかなと。研修が嫌いな⼈は、
やっぱりどうしても、いくら誘っても出てこないんだなと。それを痛感しました。

⻘⽊ ⼭本さん、ありがとうございます。そうしたら、⽮野さん、今幹事をや
られているということで、クラブでどうやって使っていくかということで、聞
いてみたいと思います。

⽮野 はい。ちょっと難しい議題なので、このファシリテーターの資格という



のは、経験して、クラブに活かそう。というのは、本当にねえ、滅茶苦茶難し
いです。なぜかというと、この、おそらく皆さんもそうだと思って、各クラブ
には、その歴史があるんです。歴史があるということは、それぞれ習慣だとか、
因習だとか、悪かろうと、良かろうとね、そういったものが根付いているとこ
ろに、インパクトを与えるような、動きというのは、そりゃあねえ、いくら FT
の資格を私が取ったとはいえ、そうは簡単に動くものではないなと、というのが、
まず、第⼀。だからこそ、私は、まずは、FT の資格云々よりも、RLI にいかに、
例えば、私共のクラブは弱⼩でございます。現在 25 名です。25 名のうちの半数が、
RLI という任に、⼊って頂いて、おそらくそのうちの 8 割ぐらいは、ハマって
頂ければ、 こりゃ環境が違ってくるんですよ。ということは、そういう環境づ
くりを、まずは RLI の機会によって、することによって、その仲間と FT の⼒で、
クラブ改⾰というのが、僕は、そういうところから、でないと、できない気が
するんですね。やっぱり⼀⼈では、私が、わめいて、あがいて、何を⾔ったって、
変わるんじゃないなと。逆にこちらが、のけ者にされて、ちょっと、⼀⼈、野
原の⼀本杉みたいになって。そんな、気がしているんです。でも、正直、今年
は幹事だったんですが、次々年度会⻑の年度になりますので、次年度、この 9
⽉から始まります、パートⅠから、もうすでに、いままで、出るそぶりも⾒せ
なかった⼈から、「出るよ。」と⾔って、くださって、⾮常にうれしかったです。
この⼈は、経験も 20 何年も経験者ですから、こういう⼈を、あと 10 ⼈くらいは、
呼び込んでですね、良いクラブにするというのは、僕はそういうことだと思う
んです。絶対に⼀⼈の⼒で引っ張っていったってね、国の総理⼤⾂じゃあるま
いし、できるわけないんで、だから、そういう思いをもって、この RLI の偉⼤
さと、FT の⼒というものを、今後活かしていければなあと、そんな思いでおり
ます。

⻘⽊ はい。⽮野さんありがとうございます。松岡さん、どうですかね。クラブに。

松岡 はい。FT の資格を取ったからというわけではないのですが、⼀応、RLI
に参加して、仲間が増えたことによって、次々とまあ、私のクラブの⼈たちも
RLI に出ていて、仲間をつくって、地区の委員会に⾏く。来て、地区の委員会
に出るということで、昔、⼀時期、⽊更津東 RC は、地区とかに⾏っているひとは、
⼭⽥パストガバナーくらい。⼀⼈ぐらいしかいない。特異なクラブだったんで
すが、最近では、年間平均、4 ⼈ 5 ⼈地区のほうに⾏くようになったというと
ころで、FT の資格があったということよりは、参加して、仲間が増えたことに
よって、どんどん地区の委員会とか、いろんなところに、クラブのメンバーが、
⼀⼈⼀⼈がいろんなところに、情報を得に⾏っているというふうになったこと
が、⼀番クラブに与えた影響が⼤きいのだなと、というふうに思っています。

⻘⽊ はい。松岡さん、ありがとうございます。そうしたら、坂下さん。坂下



さんの千葉東 RC は、結構、FT が多いクラブなんですが、坂下さんにとって、
どういうふうなクラブに影響を与えたのか、教えて頂ければ。

坂下 今、⻘⽊さんが仰ったように、私を⼊れて、⼊会が浅い順に、逆に⾔うと、
受講してもらう⼈、結構送り込んでいるかなと、思います。できれば、幹事や
る前は、必ず RLI にいってもらうように、したいなと、というふうに来年、会
⻑のときに、幹事をお願いしている⼈にも受けてもらって、というようにして、
クラブでこういうロータリーというものを、研修ではないと思うのですが、語
り合える場⾯というのは、基本的にはないのかなと。そこでやはり、こういっ
た場を借りたなかで、このクラブのメンバーから、話し合いができると、とい
う場⾯を、どんどんどんどん、すすめていきたいなと、というふうには、考え
てはいます。ちょっと、私が受けてみて、地区内とかで、RLI、あまり良いこ
と⾔わない⼈が、いるということを、聞いたことがあるんですが、その違いと
いうのは、そういう意⾒が出るというのが、どういったことであるのかなとい
うふうには、ちょっとできれば、先輩の⽅々に、聞いてみたいなあと、という
ところが、常々ちょっと、思ってはいます。以上です。

⻘⽊ はい。坂下さんありがとうございます。それぞれですね、いろんなクラ
ブに、⾃分⾃⾝が、影響を与えてくれている RLI ということで、結構、RLI や
っている⼈というのは結構、ロータリーが好きになって、いる⽅が⾮常にまあ、
多いかなというふうに、思うのですが、今度はですね、他の地区に RLI に参加
したという⽅、こちらの、パネリストの⽅にいますので、周藤さんとか、松岡さん。
他の地区の RLI に参加して、気付いた点とか、良かった点とかを、そういった
点あったら、ちょっと教えて頂ければと思います。

周藤 あのう、私は、第 2530 地区の、福島のほうの、RLI にパートⅡと、パー
トⅢと、参加してきました。松岡さんも⼀緒でした。施設⾯でいうと、会場が、
公営のどこかの、トレーニングセンターのような場所で、⾮常に設備も、整っ
たところで、開催されていて、ハード⾯では、羨ましかったです。うちの地区も、
向こうの地区も、⾮常にフレンドリーでですね、よしよしということで、受け
⼊れてくださって、みなさんと和気藹々とセッションを受けることができまし
た。あとは、そのなかで感じたことは、セッションの進め⽅が、第 2790 地区とは、
多少、異なっていたのかなあと。ということで、同じ RLI でも、進め⽅は地区
によって、少しづつ違うのかなと、というような印象が受けました。

⻘⽊ はい。周藤さん。ありがとうございます。 そしたら、松岡さんも参加さ
れたということで、聞いてみたいと思います。



松岡 私はですね、周藤さんが⾔ったような、福島地区第 2530 地区に、参加
したのと、最初⾏った、第 2590 地区の横浜・川崎地区に参加してきました。私
は結構、⽊更津東 RC でやっていて、千葉県の RLI、出ただけで、「他のクラブ、
こういうふうにやっているんだ。」という、新しい発⾒があった。こういうふう
に⼯夫すれば、やればよかったんだとか。というのを、知ることができたのが、
さらに、他の地区では全然違ったり、ですね、例えば、例で⾔うと、⽶⼭のセ
ッションで、⽶⼭の奨学⽣の数が、千葉の場合は、30 名くらい。3 割 4 割なん
だけれど、福島地区だと、6 割 7 割が、⽶⼭奨学⽣がいるとか、マスコミの関
係者が、結構メンバーに、⼊っていて、広報。広報のセッションがあると思う
んですが、そこは、この第 2790 地区とは、全く違うような、進んでいるような、
やり取りだったりとか、福島でグローバル補助⾦を受け⼿でやっている。普通、
たぶん、皆さんの認識では、諸外国に向けてグローバル補助⾦をやるというの
だと思うのですが、福島は受け⼿でやったと。というような情報が、ウチの地
区とかクラブにいただけでは、絶対に想定がつかないような、アイデアを、⾔
ってもらえることがあって、⾮常に勉強になったなと、というのが、良い点で、
悪い点は、やっぱり第 2790 地区でセッションに参加すると、リミットというか、
やっぱり発⾔しちゃいけないんだろうな。って、思っちゃったりするんですが、
他地区の場合は、好き勝⼿⾔えるので、（会場 笑）もっと本⾳に近い、セッシ
ョンが、僕、後で、裏で聞いたら、第 2590 地区横浜・川崎地区では、RLI クラ
ッシャーと、とんでもない発⾔ばっかりするので、クラッシャーと呼ばれてい
ますよ。と、裏から、（会場 笑）聞いたことがあるくらい、好き勝⼿、やらせ
て頂いたと。そんな、良いのか、悪いのか、リミットは、外れて、もっと本質
的な議論になると。というところが、私にとっては、良かったんですが、どう
やら、向こうの地区によっては、困ったらしい。（会場 笑）そんな感じです。

⻘⽊ はい。松岡さん、ありがとうございます。そうしましたら、今度は、FT
を取得して、今度⼈前で話す機会が増えると思うのですが、⼈前で話すのは、
苦⼿なんだけれども、誰でもできるのか。とかという、ちょっと、質問を聞い
てみたいと思うのですが、⼭本さん。どうですかね。⼈前で、話すのは、ちょ
っと苦⼿ですか。

⼭本 ⼈前で話すのは、今でも苦⼿ですね。セッションが始まっても、やっぱ
り、⼈前で差していくというのが、ちょっと苦⼿だったんですが、RLI の場合は、
好きとか嫌いとか、お構いなく、どんどん議論を進めていかないといけないんで、
そんな嫌いなんて、⾔っていられないですね。嫌いでも、⾃分が向かないと思
っていても、どんどん会話をしていかないといけないので、好きも嫌いもない
ですね。前進あるのみです。（会場 笑）



⻘⽊ はい。ありがとうございます。⼭本さん。そうしたら、⽮野さんは⼈前
で話すのがたぶん得意（会場 ⼤笑）だと思うんですが、苦⼿な⼈にアドバイ
スをお願い致します。

⽮野 ⼈前で、話さないのが、苦⼿です。（会場 ⼤笑）⼈前で、いかにして、
話さないで、⼈の話を聞き出す。これは、地獄の苦しみではあるのだけれど、
⾮常に⾃分の⾃⼰鍛錬にはなるなというところですね。やっぱし、⾃分⼀⼈が
ねえ、俺が、俺が、と我を押し付けるのではなくてね、やっぱりそういうとこ
ろが、直していかないという思いでは、FT って、⾮常に、良い経験をするんじ
ゃないかなと。おそらくこのなかでも、話すのが好きな⼈がきっといると思う
んですよ。それが、話せないんですよ。こんな苦しい事ないですよ。（会場 笑）
とういことで、ございますね。はい。

⻘⽊ ⽮野さん、ありがとうございます。そうしたら次の質問にいきたいと思
うのですが、
FT を取得したらですね、RLI に、毎回参加しなくては、いけないのか。と、聞
かれることが多いかと思うのですが、坂下さん。その辺は、どんな感じか、話
して頂いて、よろしいでしょうか

坂下 毎回、しなくても、良いと。思います。やはり、お仕事の都合、家庭の
都合等、あったり、FT、結構⼈数いると思いますので、その辺、重荷にならな
い形で、参加していただくことには、なると思うので、毎回、毎回、MUST の
ように、考えにならなくとも、良いのかなと、思います。こんな感じで良いで
しょうか？（会場 笑）

⻘⽊ はい。ありがとうございます。意外と、FT 取得すると、毎回 RLI パート
シリーズを、参加しないといけないのかなと、というふうに、思う⽅、⾮常に
多いんで、実はですね、⾃分が取れる⽇程で参加してください。ということだ
けでも、実⾏委員会としては、⾮常にありがたい⾏為になりますんで。

⽮野 すみません。発⾔、よろしいでしょうか今の坂下さんの意⾒とは、真逆
になるかもしれませんが、きっとね、RLI 毎回に参加しなくてはいけないのか。
じゃなくて、毎回、参加したくなるんです。（会場 おー。）これは、何故かと
いうと、皆さん⽅も、例えばクラブで例会って、⽇にちが決まっているから、
そのときは、絶対に、こういうものがあるということを、することによって、
毎回出るんです。同じことなんですよ。RLI だって、パートⅠⅡⅢと、3 回か、
4 回、その⽇にちが決まっているわけですから、この RLI の魅⼒に取りつかれ
ると、いけないのか。と、考える余地がないです。「⾏きたい。」これが、そう
いうことになると、思います。すみません。



⻘⽊ はい。ありがとうございます。そうしたら、あと 5 分くらいなので、最
後にまあ、FT の取得をして、アドバイスを受講⽣に、ちょっとお話して頂けれ
ばと思います。周藤さんのほうからですね、FT 取得へのアドバイスを教えて頂
けばと、思います。

周藤 皆さん、たぶん、誤解していらっしゃるかたも、多いかもしれませんが、
FT の資格を取得するということは、ロータリーのエキスパートになるというこ
ととは、ちょっと次元が違うんですね。もしかすると、全部知っていないとい
けないから、FT はならない。という考えの⽅が、いるとしたら、その考えは、
ちょっと、違いますよ。ということを、アドバイスしたいと思います。あくま
でも、FT というのは、そのセッションのなかで、みんなで胸襟を開いてですね、
思いの丈を話し合ってもらうための、役職。なので、⾃分が、全知全能でですね、
全部を知っているから、「はい。何さん。この答えは、なんですか。」という形は、
FT とは、いわないんですね。FT も⼀緒に考えるんですね。この仕事はなんで
すか。というよりも、さあ、こういう役⽬があって、あなた、役⽬を経験されて、
どうでしたかね。という、感情的なことを、聞くというのが FT なので、専⾨知識、
詳しい、詳しくないは、全く、時限の違うものだということを、アドバイスし
たいと、思います。是⾮、皆さん、FT 受けてください。

⻘⽊ はい。周藤さん、ありがとうございます。⼭本さん。どうですか。

⼭本 ⾃分がクラブに初めて⼊ったときに、すごく、「こんな社⻑がいるんだ。」
とか、「こういう社⻑もいるんだあ。」と、いうことで、すごく、感動した覚え
があったんですね。それと同じ感動が、この RLI に出てきたときに、同じ感動
がここに、ありました。「あっ。こんなすごい、社⻑が、いるんだ。」とか、「こ
ういう先⽣も、いらっしゃるんだ。」とか、ですね、また、⾃分のクラブとはま
た違う、ですね、素晴らしい⼈ばかりに、会いましたんで、RLI に出てくることで、
またクラブとは違う、知り合いができるんですね。すごく⾃分にとっては財産
だったんで、「出てきて良かったな」と。是⾮、皆さんにも、出て来て頂きない
なと、そのように思いました。以上です。

⻘⽊ ⼭本さん、ありがとうございます。⽮野さん。どうですか。

⽮野 短めに。まず、FT 取得へのアドバイスですね。皆さん⽅、やっぱし、ど
うせやるなら、⽬⼀杯という⾔葉がございますように、どうせロータリアンに
なるんだったら、真のロータリーを⽬指しましょうと。いう、この熱い気持ちを、
おそらく、みなさん持っておられるから、パートⅠパートⅡパートⅢと、すす
むにつれて、そして、卒後コース受けて、FT 養成コースも受けて、FT になら
れて。そうだったと思うんです。おそらく、そういう⼈が⼀⼈でも、⼆⼈でも、



純度というのかな。ロータリアンとしての純度が、⾼く、パーセンテージが⾼
くなればなるほど、素晴らしいロータリーの世界も、違ってくると思うのです。
そして、⾃分たちの、私のクラブもそうですけど、クラブ⾃体の雰囲気も絶対
に変わってくる。と、思うんですね。だから、そういう熱い思いをもって、今後、
FT を⽬指すと。そういうふうな、熱い気持ちを持たれる事が、ロータリーその
ものを成⻑させる。ロータリーという⼀つの、団体を、俺は、⽀えているんだと。
いうような、それぐらいの気持ちになるくらいに、なってくれれば、素晴らし
いロータリアンになっていくんじゃないかなと、そういう⼈が⼀⼈でも増える
んじゃないかなと、そういうふうな思いをもって、ちょっとアドバイス的には、
そうなります。

⻘⽊ はい。⽮野さん、ありがとうございます。松岡さん、どうですかね。

松岡 僕は、周藤さんがお話したように、FT をやるのに、知識がいるのか。と
いうと、正直、要らないと思います。どちらかというと、知識がなければ、部
屋のなかに、絶対に誰か、知識がある⼈がいるんです。だから、その⼈に答え
てもらえば、いいんです。参加者もある。例えば、30 年くらい経験されている
⽅が、参加者としてくれば、その⽅に、教えてもらえばいいんです。だから、
⾃分が先⽣みたく、全部知ったうえで、FT をやっているんじゃなくて、知って
いる⼈をうまく、使うということで、ディスカッションがすすんでいくんで、
知識がないからとか、勉強するのが⼤変だからとやりたくないといんであれば、
是⾮、やってみて頂けたらなと、というふうに思っています。僕から⾔うのは、
是⾮、FT になって、議論が上⼿くなります。とか、考えずに、是⾮、ブラッシ
ュアップだとか、パートシリーズの後に、⼀緒にご飯を⾷べに⾏きましょう。（会
場 ⼤笑）たぶん、そう思った⽅、あんだけ、パートⅢの後の、懇親会が盛り
上がっていたと思うのですが、あれを、たいてい僕は、あの辺にいて、飲んだり、
⾷事に⾏きたそうにしていますので、是⾮、⼀緒に仲間になって頂いて、FT 上
⼿くやるとか、考えずに、⼀緒に、⾷事に⾏って頂けたらなと、というふうに
思ってます。是⾮、7 ⽉からあると思いますので、是⾮⾷事に⾏って頂きたいな
と、思っております。そんな気軽に FT になって頂ければと、いうふうに思って
います。よろしくお願い致します。

⻘⽊ 松岡さん、ありがとうございます。最後に坂下さん。最後。

坂下 FT に、なってください。ということで、プレッシャーのように、皆さ
ん、感じられているところも、あるのかなあと、思いますが、あまりそういう
プレッシャーみたいなものを、感じられずに、参加して頂けるような、ことで
考えて頂いたほうが、良いのかなと。最初から、⼒がこもった形で、やっちゃ
うと、皆さん、結構プレッシャーかかっちゃうと、思いますので、その辺、あ
まり深くは考えずに、参加しているというところは、あると思いますので、松



岡さんが⾔われたように、先⽣である必要がないとは思いますので、逆にこち
らが、教えてもらっているところもあると思うので、その辺は、誤解されない
形で、⼀緒にやっていければいいなと、思います。以上です。

⻘⽊ はい。坂下さん。ありがとうございます。そうしましたら、2 時半になり
ましたので、これでパネルディスカッションを終わりにしたいと思います。
パネリストの 5 ⼈、ありがとうございました。（会場 拍⼿ 拍⼿）

Ａグループの様⼦ B グループの様⼦

C グループの様⼦ D グループの様⼦



閉講式 
司会進⾏ RLI 推進委員会 委員 松岡 邦佳（⽊更津東 RC）

御挨拶 
RLI ⽇本⽀部 第 2790 地区代表ファシリテーター 梶原 等（千葉 RC）
皆さん、こんにちは。最初から参加できずに、すみませんでした。遅れて参加
をして、間違って、⻘⽊さんのチームに⼊ってしまって（会場 ⼤笑）話しが
盛り上がったので、⾃分の部屋には⾏かず、最後までそこにいていまいました。

（会場 ⼤笑）セッションが、「ロータリーの歴史」そして「クラブを元気にし
よう」ということで、楽しいセッション。また、いろんな意⾒が出てきて、こ
の卒後コース、プロフェッショナルの皆さんなんで、とっても、中⾝の濃いで
すね、ロータリーの話ができたのかなと、というふうに思っています。今⽇の
卒後コースが終わりますと、来⽉は、FT 養成コース。そして、9 ⽉からは、こ
の吉⽥ 理愛 RLI 推進委員⻑のもと、新年度の RLI の講座が始まります。この
RLI を通してですね、皆さんは、⾃分たちのクラブや、またグループを越えて、
地区内の⾊んな⼈たちとの交流、これが、このロータリーの、楽しみの⼀つに
なったということを、実感をされていると思います。是⾮、こういったことを、
クラブの皆さんにお伝えをして頂いてですね、この RLI だけではありませんけ
れども、この RLI の研究会に来ると、いろんなヒントを頂けるし、また、⾃分
の視野もどんどん広がるということで、ロータリーが、益々楽しくなってくる
のかなとというふうに、思っておりますので、是⾮、そういったことを、伝え
てください。そしてまた、来⽉の、養成コースではですね、もっと楽しんで、
会を盛り上げていって頂きたいと思います。それともうひとつ、皆さんに報告
をさせて頂きますけれども、6 ⽉ 24 ⽇から、シンガポールで国際⼤会がありま
す。このなかにも、参加をされる⽅、あるいは、参加をされない⽅もいると思
いますが、なんと、国際⼤会の登録数が、アメリカを超えて、⽇本が、⼀番に
なったという、話しでございます。どうしてシンガポールの国際⼤会で、⽇本
⼈の登録者がそこまで増えたのか、どうか、わかりませんけれども、なんとなく、
⽇本のロータリーのですね、ちょっと底⼒がでてきたことを、最近、なんとなく、
感じております。ロータリー談義のなかでは、⽇本のロータリーの良さ。ある
いは、国際ロータリーの現在の⽴ち位置だとか、いろんな分野から、ロータリ
ーを観察していって、そしてまた、⾃分のロータリーを導き出していっていた
だければ、良いのかなと。というふうに思いますので、よろしくお願いします。
以上、挨拶とさせていただきます。今⽇は⻑い時間、⼤変お疲れ様でした。あ
りがとうございます。



ワンポイントアドバイス 
RLI 推進委員会アドバイザー 海寶 勘⼀ （千葉⻄ RC）
皆さん、ワンポイントアドバイスという時間なんですが、今⽇、卒後コース、
今までのパートⅠパートⅡパートⅢは、正式なプログラムではないのですが、
理事会承認の、この RLI プログラムの、パートⅠパートⅡパートⅢを無事に終
えることが、できまして、今⽇の卒後コースは、任意のプログラムです。それ
に、私も参加させて頂きましたけれども、皆さん、⽇頃の思いを、いかんなく、
発揮されて意⾒交流ができたと思っております。また地区代表の、梶原さんも、
そういうお話で、報告ありましたんで、そういうなかで、改めて疑問に思った
こととか、運営について、お聞きになってみたいということありましたら、ち
ょっと⼿を挙げてもらいたいのですが。

特にございません。
はい。ということです。（会場 拍⼿ 拍⼿）

修了証書授与 
RLI ⽇本⽀部 第 2790 地区代表ファシリテーター 梶原 等（千葉 RC）
⽥中  ⼀邦 ( 船橋南 RC)・松本 和城 ( 船橋 RC)・中野 陽介 ( 船橋みなと RC)・
⽥代 充 ( ⼋千代中央 RC)・⽔⾕ 義⼀ ( ⽩井 RC)・畠⼭ 泰哲 ( ⽩井 RC)・藤⽥ 奈緒 ( ⽩井 RC)・
中村 健太 ( 茂原中央 RC)・細⽥ 伸⼀ ( 浦安ベイ RC)・佐藤 幸⼈ ( 浦安ベイ RC)・
伊藤 優花 ( 浦安ベイ RC)・船⽊ 幹夫 ( 千葉港 RC)・藤井 謙逸 ( 習志野 RC)・
上⽥ かおり ( 柏⻄ RC)・菅原 裕輔 ( 東⾦ RC)・武藤 友和 ( 松⼾東 RC)・
藤﨑 康⼈ ( 成⽥コスモポリタン RC)・平⼭ 秀樹 ( 成⽥ RC)・嶋野 壱平 ( 流⼭ RC)・
星本 慎児 ( 鎌ケ⾕ RC)・⼤⽊ 英之 ( 千葉若潮 RC)・

諸事お知らせ RLI 推進委員会 東 孝俊（千葉 RC）
皆さんお疲れ様でした。卒後コースが終わりましたので、

次回、6 ⽉ 8 ⽇、⼟曜⽇ 1 時 30 分から FT 養成
コースを⾏います
ので、是⾮、参加して頂いて、FT になっていただけたらと思います。この後、
懇親会に⾏かれる⽅は、5 時 45 分から、千葉駅前の「⽇本海」というところで、
やりますので、交番の真向いになりますので、それに合わせて、少し時間が早
いので、少しゆっくり⽬に、来て頂ければと思います。以上なります。お疲れ
様でした。



卒後コース 修了者

⽥中  ⼀邦 ( 船橋南 ) 松本 和城 ( 船橋 ) 中野陽介 ( 船橋みなと ) ⽥代 充 ( ⼋千代中央 ) ⽔⾕ 義⼀ ( ⽩井 )

畠⼭ 泰哲 ( ⽩井 ) 藤⽥ 奈緒 ( ⽩井） 中村 健太 ( 茂原中央 ) 細⽥伸⼀ ( 浦安ベイ ) 佐藤幸⼈ ( 浦安ベイ )

伊藤優花 ( 浦安ベイ ) 船⽊ 幹夫 ( 千葉港 ) 藤井 謙逸 ( 習志野 ) 上⽥ かおり ( 柏⻄ ) 菅原 裕輔 ( 東⾦ )

武藤 友和 ( 松⼾東 ) 藤﨑康⼈ ( 成⽥ CP) 平⼭ 秀樹 ( 成⽥ ) 嶋野 壱平 ( 流⼭ ) 星本 慎児 ( 鎌ケ⾕ )

⼤⽊英之 ( 千葉若潮 )



RLI 実⾏委員会
梶原 等 ( 千葉 RC)
海寶 勘⼀ ( 千葉⻄ RC)
清⽥ 浩義 ( 千葉 RC)
周藤 ⾏則 ( 浦安 RC)
⻘⽊ 洋明 ( 千葉北 RC)
松岡 邦佳 ( ⽊更津東 RC)
東 孝俊 ( 千葉 RC)
神﨑 誠 ( 成⽥ RC)
⼭本 衛 ( 松⼾⻄ RC)
狩野 ⽂夫 ( 船橋 RC)
吉⽥ 理愛 ( 勝浦 RC)
⼤野 雅章 ( 千葉 RC)
⽮野 憲治 ( 千葉中央 RC)
櫛⽥ 仁⼀ ( 柏⻄ RC)
坂下 雅紀 ( 千葉東 RC)
⼿塚 隆雄 ( 千葉東 RC)
櫻井 宇⼈ ( 千葉 RC)
⽯引 美貴 ( 市川南 RC)


